
では、学術の立場からはどのように貢献できるでしょうか。 は先に述べた通り、国連のサミット

で採択された政策目標ですが、それらを達成するための政策手段は明示されていないため、政策

手段の採用は各国政府にゆだねられていると考えられています。限られた資源という制約のもとで、

目標達成にとって有効で効率的な政策の手段を考案し、自分の国の政府が採用している政策手

段の有効性や効率性を検証することは、学術の責務であると考えます。

また、 に限らず一般的に言えることですが、複数の政策目標と手段の間には、①目標間の

整合性を考えると衝突や一致しない方向もあり得ますし、②ある目標が別の目標を達成するための

手段でもありうる場合、③逆にある目標を達成しようとすると別の目標の達成の支障になるトレード

オフと言われる場合など複雑な関係があり得ます。学術として を批判的に捉えることは、これ

らを検討し、限られた資源という制約のもとで、政策として何を優先すると全体としての目標達成に

貢献できるのか、という判断も含めた材料を提供することができるでしょう。

図 の 目標（国連によるアイコン）

（渡辺 美代子 国立研究開発法人科学技術振興機構副理事）

【参考文献】

  UN, “The 2030 Agenda for Sustainable Development”, 2015

  外務省、「 とは？」、

  N, “SDGs icons according to guidelines”, 

  国際連合広報センター をもとにした日本語版

年 月 日～ 日、ニューヨークの国連本部で開催された「国連持続可能な開発サミッ

ト」において、 を超える加盟国の参加のもとその会議の成果文書として、「持続可能な開発目標

（ ： ）」を掲げる「我々の世界を変革する：持続可能な開発のた

めの アジェンダ」が採択され、世界に大きな影響を与えています 。 は 年まで

に達成すべき世界中の共通の課題を の目標と のターゲットにまとめられていますが、 の

目標は以下と図に示す通りです。

目標 貧困をなくそう

目標 飢餓をゼロ

目標 すべての人に健康と福祉を

目標 質の高い教育をみんなに

目標 ジェンダー平等を実現しよう

目標 安全な水とトイレを世界中に

目標 エネルギーをみんなに そしてクリーンに

目標 働きがいも経済成長も

目標 産業と技術革新の基盤をつくろう

目標 人や国の不平等をなくそう

目標 住み続けられるまちづくりを

目標 つくる責任 つかう責任

目標 気候変動に具体的な対策を

目標 海の豊かさを守ろう

目標 陸の豊かさも守ろう

目標 平和と公正をすべての人に

目標 パートナーシップで目標を達成しよう

これら の目標は、一部の人だけの利益ではなく、すべての人が互いに支え合う「「誰一人取り

残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会」実現のための具体的な方策なのです。

日本政府は 年 月に「 推進本部」を設置し、国内実施と国際協力の両面で率先して

取り組む体制を整え、日本の取り組みの指針となる「 実施指針」を決定、 年 月には

「 アクションプラン 」を決定しました。日本企業の多くも、積極的に への貢献を企

業の努力目標に掲げるようになり、また多くの大学もこの の枠組みを通して社会貢献を明確

に打ち出すようになりました。さらには、小学生を対象とした中学受験の入試問題でも、 に関

連した問題が出されるようになりました。このように国内の様々な機関で に積極的に取り組ん

でいます。

ｓ解説
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